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重量ライシメータの課題

蒸発散を定量的に評価することは農地での適切な
⽔管理・⽔循環の解明につながる

蒸発散の測定⽅法：重量ライシメータ

ロードセル

圃場の⼟壌⽔分条件とは異なる ⼟壌を充填したシリンダの重量変化を
ロードセルで測定するもの
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ン
プ

スマートフィールドライシメータ（SFL）

ライシメータ下端の⼟中⽔圧⼒を近接⼟壌に
近づける下端圧⼒制御システム

下端圧＝外部圧となるように給排⽔



SFLはシリンダ，給排⽔ポンプ，データロガーで構成されている

スマートフィールドライシメータ（SFL）の構造

データロガーが給排⽔
ポンプの制御を⾏う

シリンダ下端と⽔のやり取り



スマートフィールドライシメータ（SFL）の構造

シリンダ下端部

ポーラスカップ
（給排⽔⼝）

下端圧測定⽤
テンシオメータ

珪砂充填

シリンダ下端部(珪砂充填後)

⽔タンク

給⽔

排⽔

給排⽔ポンプ

データロガー
CampbellCR1000x



下端圧力制御システムに残された課題

給排⽔ポンプが常に稼働するため
ポンプに負荷がかかる

給⽔ポンプは10秒稼働後2分休⽌
→⽔の広がりを待つ時間

設定圧に対してある程度
の閾値の範囲内で下端圧
を制御する⽅法を開発

上⽥（2021）

閾値：設定圧に指定した値を⾜した上限値
指定した値を引いた下限値



下端圧力制御システムに残された課題＆研究目的

下端圧が-20cm〜-30cmという湿潤領域の限られた範囲での検証

広圧⼒範囲で下端圧⼒制御システムの検証を⾏う＜⽬的＞

屋外で下端圧制御の現場検証
住⽥（2022）



実験方法（三重大学B棟内実験室）

・下端圧の変化
・給⽔，排⽔ポンプの稼働時間

飽和状態：-20cm，-80cm，-110cm
不飽和状態：-200cm，-300cm

測定項⽬(10秒間隔で測定) 対象とする設定圧

不飽和状態でのポンプ
稼働は空気も吸い込み
負荷がかかる

飽和
不飽和



結果（設定圧-20cmのとき）

下端圧は-25cm〜-30cmの範囲を上下動→閾値内に収まる

間隔が徐々に広くなっている→平衡状態に近づいていった

40時間のうち給⽔ポンプが約9分稼動（0.3％）



結果（設定圧-80cm，-110cmのとき）

給⽔ポンプが約1分稼働（0.04%） ポンプ稼働なし
→下端珪砂とシリンダ内⼟壌が平衡

-80cm〜-90cmで上下動→閾値内
-100cm〜-110cmまで緩やかに減少

→閾値内



結果（設定圧-200cm，-300cmのとき）

上部の⽔が流⼊

下端圧が-190cm〜-200cmの範囲で変動

排⽔ポンプが約1時間稼働(2%) 排⽔ポンプが約15時間稼働(37.5%)

低圧状態では珪砂の透⽔性が悪い



・珪砂が飽和状態および不飽和でも-200cm
程度のときでは，ポンプの稼働時間が少なく，
下端圧を制御することができる

・⼀⽅で-200cmより低圧状態になると，ポ
ンプ稼働による負荷が⼤きくなる可能性があ
ることに留意する必要がある

まとめ

50cm深の⼟中⽔圧⼒が-200cm程度の環境下でもスマート
フィールドライシメータは使⽤できる！

広圧⼒範囲で下端圧⼒制御システムの検証を⾏う＜⽬的＞

37.5%
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